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 独立行政法人都市再生機構（以下「ＵＲ都市機構」）は、2023年９月 15日（金）にヌーヴェル赤

羽台（東京都北区）の保存街区に「ＵＲまちとくらしのミュージアム」（以下「ミュージアム」）を

開館いたします。 

 ＵＲ都市機構は、前身となる 1955 年設立の日本住宅公団以来、わが国のまちづくりの先導的な

役割を果たしてきました。当敷地内のミュージアム棟では、歴史的に価値の高い集合住宅４団地計

６戸の復元住戸をはじめ、充実した映像や模型展示を通して、都市や集合住宅でのくらしの歴史や

まちづくりの変遷を紹介します。 

ミュージアム棟は事前予約制で、説明員付きツアー形式でご覧いただけます。本日、８月 28 日

（月）から、公式 WEBサイトを開設し、来場予約を受け付けます。 

 

 

 

■ミュージアム公式 WEBサイト 

下記 URLもしくは QRコードからご覧いただけます。 

来場予約の方法などについては、当サイトよりご確認ください 

URL: https://akabanemuseum.ur-net.go.jp 

都市の暮らしの歴史を学び、未来を志向する情報発信施設 

「ＵＲまちとくらしのミュージアム」９月 15日に開館 

【報道機関のお問い合わせ先】 

 ＵＲ都市機構 本社 技術・コスト管理部 企画課   電話：045-650-0705 

広報室 広報課                電話：045-650-0887 

https://akabanemuseum.ur-net.go.jp/


 

 

■ミュージアム概要 

「ＵＲまちとくらしのミュージアム」は、我が国の住まいとまちづくりを対象とした「都市の暮

らしの歴史を学び、未来を志向する情報発信施設」です。スターハウス等保存住棟４棟に新たな展

示施設「ミュージアム棟」を加えた計５棟、さらに屋外空間からなるＵＲ都市機構の企業ミュージ

アムになります。 

ミュージアム棟では、我が国の鉄筋コンクリート造集合住宅の先駆けとなった、同潤会代官山ア

パートを始めとする４団地計６戸の「復元住戸」を、ＵＲが八王子市に設置していた集合住宅歴史

館から移築・設置するほか、壁床４面スクリーン投影による映像展示、模型やパネルを用いて都市

と集合住宅の暮らしの歴史や変遷を紹介します。 

スターハウス等保存住棟４棟では、これからの暮らしの提案を行うほか、ストック社会に対応し

た改修技術等の実証フィールドとして活用します。当ミュージアムは、単なる展示施設ではなく、

新たな暮らし方を探求し、トライアルする「まちづくりの実践場」として活動を展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ミュージアム棟の公開概要 

1. 開館日時 : 平日及び土曜の計５日／週 10：00～17：00（水・日・祝日及び年末年始を除く） 

 2. 見学方法 : 説明員付き館内ツアー形式（１回最大 20名程度）でのご案内 

        1日３回(10:00～ ／ 13:00～ ／ 15:00～ ） 

        ※復元住戸等、一部施設では車いす等での乗り込みが困難な箇所があります。 

 3. 申込方法 : 公式 WEBサイトでの事前予約制／入場無料 

  4. 特別公開 : ９月 15日（金）14：00～９月 18日（月・祝）の開館時間中は、事前予約なしで

ご覧いただけます。お客様多数の場合、入場制限を設ける場合があります。 

 5. アクセス : ＪＲ「赤羽」駅西口より徒歩８分 

6. 住所    : 東京都北区赤羽台一丁目４-50 

  7. 電話番号 : TEL.070-1389-5862 

※９月末日まで 

 

同潤会アパート他、実物展示・空

間体験を入り口に、我が国の集住・

まちづくりの変遷と公団・UR の政

策課題への対応実績等を紹介 

ミュージアム棟 

緑豊かな団地屋外の様相を備えた

敷地全体で、大学・企業等との研究

成果をデモンストレーション等で

具体化・実践 

ワークショップ広場 
（屋外空間） 

外観を 60 年前の建

設当時に再現。歴史

に触れつつ、未来も

内包する「学び・研

修の場」を構想 

スターハウス 42～44 
（保存住棟） 

「URまちとくらしのミュージアム」の全体像 

「UR まちとくらしのミュージアム」（保存街区） 

Open Smart UR(OSUR)等、実証実験の舞台

としても活用。 

OSUR : 2030 年の住まいにおける HaaS

を模索。IoT モデル住戸を開設 

      

ラボ 41（板状住棟）（保存住棟） 



 

 

 

ＵＲ都市機構の歩みは戦後の住宅不足解消に端を発しています。1955年から様々なステークホ

ルダーとともに、時代時代の多様性に即し、安全・安心・快適なまちづくり・くらしづくりを通

して、「人が輝く“まち”」の実現に貢献してまいりました。そしてこれからも、変化する社会

課題に挑戦し続けることで皆さまにお応えし、「人が輝く“まち”」づくりに不可欠な存在であ

りたいと考えております。これまで培ってきた持続可能なまちづくりのノウハウをいかし、都市

再生事業・賃貸住宅事業・災害復興支援・海外展開支援に全力で取り組んでまいります。 

 

https://www.ur-net.go.jp/ 

 

 

 

https://www.ur-net.go.jp/





